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国東の地で

大分県・国東半島で
は、 古くから自然と 
ともに循環型の農業
が営まれてきまし
た。水や土地、資源
を大切につないでいく

そのスタイルは、「クヌギ
林とため池がつなぐ国東半島・

宇佐の農林水産循環」として世界
農業遺産に登録されています。また、独自の仏教

文化が花開き、1000年以上に渡って大切に継承してきた士地でもあり
ます。先人の守ってきた思いを次の世代へ。 そういった思いで、地域の
耕作放棄地や荒れた果樹園を受け継ぎ、少しずつ丁寧に育てています。

三角ベース
ホームページ

三角ベース
商品購入サイト

三角ベース
大分空港
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《理  念》
人と自然が共生し、 1000 年先まで持続可能で
いのち豊かな、 みんなが輝く自然農場の創生を目指す。

《  指   針 》

〈自然との共生機能の保持〉
不耕起栽培：耕さないことで、 いのちの循環を守り豊穣の大地をつくる。
◎ 農薬、 化学肥料を使用しない。
◎ 草や虫を敵視せず、 生物多様性の保持。
◎ 心身を健やかにする安心、 安全な食物の生産・自給・提供。

〈リハビリテーション機能の保持〉
障がいを持った利用者の方のリハビリテーション、 
回復、 能力発揮のための農場機能の保持。

　とは
わたしたちは、 大分県北部の国東半島でみんなが輝く自然農場

の創生を目指した福祉農場を運営しています。 

いのち豊かで、1000年持続可能な農場なので 「1000年ゆめ農場」

と名づけました。

トラクター等の大型機械を使わず、ほとんどの作業を手作業で

行い ます。利用者さんは太陽のもとで土に触れ、手・足・体

を動かすことで心身共にリハビリ効果が得られ、農作物の成長

と収穫の喜びを肌で感じています。さらに嬉しいことはお届け

したものを通じて皆様に喜んでいただけることです。

その為に、自然農場の創生を理念とし、原点とも言える「自然

との共生」から生まれる安全安心な農作物、加工商品をこれ

からも全国の皆様へお届けしてまいります。

１０００年ゆめ農場



　野菜畑

　野菜畑

　菊 芋 畑

果樹園

　 桑 畑

　 桑 畑

よもぎ

柿

　 広 場

草や虫を敵視せず、不耕起（耕さない）
米や野菜の土は機械などで起こさない為、
微生物や虫、 鳥など、多様ないのちが
巡り、バランスをとって生態系を築
いていきます。

人の手で守り育てて行く
農業の原点とも言える手法で土に触

れ、農作物を大切に育てています。

収穫の喜びを分かち合う
太陽と水と土から育った作物は
大切な自然からの贈り物です。

葉も大切な農作物
農薬を使わない果樹園だから、よもぎやびわ、
くわの葉っぱも貴重な作物です。

農業と福祉の融合
農業と福祉を土台に、100年後でもなく、

　1000年先まで持続可能で、多様ないのち
が共に生きていける農場を作り続けます。

農薬や化学肥料を使わず（土づくり）
落ち葉や竹林の間伐材を粉砕した粉などを土に混ぜた
腐葉土をつくり、畑や田んぼ、果樹園にまきます。

生態系の多様性をもとめて

　やまのいえ

　薪小屋

　竹林の再生

　腐葉土づくりの場

　 棚 田

　ビニールハウス

　 び わ 園

「やまのいえ」から車で10分
竹林の管理を行う。間伐の竹は粉砕し
山や畑に活用。手を入れることで山が
よみがえり、春には竹の子ほりも。

「やまのいえ」から車で5分
不耕起栽培による棚田

「やまのいえ」から車で15分

「遊歩道あり」
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　 　腐葉土づくりは
循環型農業の第一歩！
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１０００年ゆめ農場マップ



●やまのいえの薪ストーブ
　翌年の薪の準備と乾燥
 （薪割り、薪小屋へ収納等）

●堆肥、腐葉土つくり
 草類等堆肥枠への積み込み、
 ぼかし肥料つくり等

季節ごとの農作業と作物 自然との調和から生まれる恵に感謝。

早春～ 春
（3月～4月頃）

●野菜の種蒔き 

●春蒔き品種
（大根、レタス、小松菜等の葉物類、
 ジャガイモ、菊芋 等）

●お米の籾蒔き

●果実（びわの収穫）

●お米（田植え 6月）

●お米（田の草取り） ●お米（稲刈り）

●夏野菜苗の定植
（きゅうり、トマト、ピーマン， ナス、
  カボチャ、スイカ等）

●夏野菜類の収穫

●柿の葉・桑の葉の収穫
●びわの葉の収穫
（7月～4月頃まで続く）

●野菜
（ ブロッコリ ー の種蒔き等）

●夏野菜の収穫
●びわの葉・桑の葉の収穫

●秋野菜類の種蒔き
（にんじん、カブ、大根、白菜、
 小松菜、レタス等） 

●秋野菜類の収穫

●サツマイモの収穫

●菊芋の収穫と乾燥加工
（菊芋チップスの商品化）

●びわの葉の収穫

＜ビニールハウス内＞
●野菜、葉物類の種蒔き・収穫
（収穫は周年あり）

●菊芋の収穫開始

●びわの葉・桑の葉の収穫

●米（稲掛け天日千し、脱穀、
　新米の籾摺り、精米）

●エンドウ、ソラマメの種蒔き

●サツマイモの苗の定植(6月）

●春野菜類の収穫

春～初夏
（5月～ 6月）

夏
（7月～ 8月）

秋
（9月～ 10月）

晩秋
（10月～ 11 月）

冬
(1 2月～2月）



農産物加工品のご案内

自 然 を 頂 く
一年を通じて大切に育てたさま
ざまな農作物がいよいよ収穫の
季節を迎えます。
収穫の喜びを感じながらひとつ
ひとつ大切に集めていきます。

biwa
菊芋チップス

biwa no ha kaki no ha kuwa no ha kuwa no ha 
       +genmai

びわの葉びわの葉 柿の葉 桑の葉

桑の葉

桑の葉と玄米

よもぎ

米（かけ干し） びわの実

yomogi

biwa no ha
古来より、 健康茶として親しまれてきた
びわの葉茶。 秋から冬にかけての熟成
した葉を使用しています。 １枚１枚びわ
の葉の綿毛を手作業で洗い落とすことで、 
口当たりの良い葉茶になります。苦味や
渋味が少なく、ほのかな甘味と香ばしさ
を楽しめます。

桑は海外でマルベリーと呼ばれ、ハー
ブとして親しまれています。
摘みたての葉を加工して、香り豊かなお
茶に仕上げました。爽やかですっきりと
した味わいで、ノンカフェインなので
どなたでも安心してお飲みいただけます。

kuwa no ha  tea

「柿の葉茶」はほんのりとした渋みが
くせになる味です。程よい酸味と甘味が
ありながらも、やわらかな口あたりで
飲みやすいお茶です。

kaki no ha

「桑の葉茶」に玄米をブレンドしまし
た。玄米は自然農の棚田米を使用して
います。
桑の葉の爽やかな味わいと、玄米のうま
味や甘味が合わさり、絶妙な香ばしさ
がくせになるおいしさです。

kuwa no ha
 +  genmai

新鮮なびわ本来の
おいしさを
そのままに乾燥

乾燥びわの実よもぎ

1 0 0 0 年ゆめ農場から生まれた
農産物加工品を

皆様へお届け致します。

kikuimo

１０００年
ゆめ農場
ha rmony w i t h  

NATURE

よもぎをパウダー状に粉砕した浴用ハーブです。
パックのまま浴槽に入れてよく揉むと、よもぎの鮮や
かな緑色とさわやかなアロマ（香り）が広がります。

「よもぎ」１００％
バスハーブ

yomogi
Bath Herb

菊芋を乾燥させ、ソフトな歯ごた
えの食べやすいチップスに仕上
げました。そのまま食べると菊芋
のほのかな甘みが楽しめ、お子様
のおやつにもおすすめです。

kikuimo
chips

b iwa
dried fruit
新鮮なびわ本来の
おいしさを
そのままに乾燥



（３gX 10 個）

古来より、 健康茶として親しまれてきた
びわの葉茶。  １枚１枚びわの葉の綿毛
を手作業で洗い落とすことで、 口当たり
の良いお茶になります。苦味や渋味が
少なく、ほのかな甘味と香ばしさを楽し
めます。
また、煮出したお茶を湯船に入れてバス
ハーブにしたり、 草木染めの染料にと、びわ
の葉の持つ魅力を楽しむことができます。
（次のページに草木染めを紹介しております）

【 有 機 び わ の 葉 使 用 】

桑は海外でマルベリーと呼ばれ、ハー
ブとして親しまれています。
摘みたての葉を加工して、香り豊かなお
茶に仕上げました。爽やかですっきりと
した味わいで、ノンカフェインなので
どなたでも安心してお飲みいただけます。

 おすすめの飲み方
手軽に急須やポットでも。やかん等で煮
出すことで桑の葉の成分をたっぷりとれま
す。食前またはお食事中がおすすめです。

【 有 機 桑 の 葉 使 用 】

（３gX 10 個）

「柿の葉茶」はほんのりとした渋みが
くせになる味です。程よい酸味と甘味が
ありながらも、やわらかな口あたりで
飲みやすいお茶です。
また、お茶として飲むだけでなく草木染
めの原料としてもお使いいただけます。
（次のページに草木染めを紹介しております）

（３gX 10 個）

「桑の葉茶」に玄米をブレンドしまし
た。玄米は自家製の棚田米を使用して
います。
桑の葉の爽やかな味わいと、玄米のうま
味や甘味が合わさり、絶妙な香ばしさ
がくせになるおいしさです。

【 有 機 桑 の 葉 使 用 】

biwa no ha kuwa no ha

kaki no ha
kuwa no ha
 +  genmai

biwa no ha
古来より、 健康茶として親しまれてきた
びわの葉茶。 秋から冬にかけての熟成
した葉を使用しています。 １枚１枚びわ
の葉の綿毛を手作業で洗い落とすことで、 
口当たりの良い葉茶になります。苦味や
渋味が少なく、ほのかな甘味と香ばしさ
を楽しめます。

桑は海外でマルベリーと呼ばれ、ハー
ブとして親しまれています。
摘みたての葉を加工して、香り豊かなお
茶に仕上げました。爽やかですっきりと
した味わいで、ノンカフェインなので
どなたでも安心してお飲みいただけます。

kuwa no ha  tea

「柿の葉茶」はほんのりとした渋みが
くせになる味です。程よい酸味と甘味が
ありながらも、やわらかな口あたりで
飲みやすいお茶です。

kaki no ha

「桑の葉茶」に玄米をブレンドしまし
た。玄米は自然農の棚田米を使用して
います。
桑の葉の爽やかな味わいと、玄米のうま
味や甘味が合わさり、絶妙な香ばしさ
がくせになるおいしさです。

kuwa no ha
 +  genmai

（2.5g X 10 個）



biwa no ha
古来より、 健康茶として親しまれてきた
びわの葉茶。 秋から冬にかけての熟成
した葉を使用しています。 １枚１枚びわ
の葉の綿毛を手作業で洗い落とすことで、 
口当たりの良い葉茶になります。苦味や
渋味が少なく、ほのかな甘味と香ばしさ
を楽しめます。

「柿の葉茶」はほんのりとした渋みが
くせになる味です。程よい酸味と甘味が
ありながらも、やわらかな口あたりで
飲みやすいお茶です。

kaki no ha

「飲用茶葉」を使った

草木染め
を試してみませんか

とても自然な色に染まります。

（５gX ５ 個）

よもぎをパウダー状に粉砕した浴用
ハーブです。パックのまま浴槽に入れて
よく揉むと、よもぎの鮮やかな緑色と
さわやかなアロマ（香り）が広がります。
１日の終わりに自然豊かなよもぎの
お風呂でリラッ
クスタイムをお
楽しみください。

（100g ／ 50g ／ 20g）

菊芋を乾燥させ、ソフトな歯ごたえの
食べやすいチップスに仕上げました。
そのまま食べると菊芋のほのかな甘み
が楽しめるので、お子様のおやつにも
おすすめです。
菊芋は味にくせがなく食べやすいので、
味噌汁や炒め物など普段のお料理に
加えて調理できます。

【 有 機 菊 芋 使 用 】

（20g）

新鮮なびわ本来のおいしさをそのまま
に乾燥させ、食べやすいドライフルーツ
にしました。生では日持ちしない旬の
びわを長く楽しむ事ができます。
お茶うけやお子様のおやつに、また乾燥
する事で旨味が凝縮されていますので
お酒のおつまみにもおすすめです。

【 有 機 び わ の 実 使 用 】

❶水  1 Lに対してびわの葉茶（または柿の葉茶） 1 パックを入れ
　沸騰後15分煮出して染料液を作ります。
　 ・布 100gに対して 3 L の染料液が目安です。 
　 ・沸騰後1日置くと色が濃くなります。
　 ・1パックで生葉、約15g分になります。
❷ 水 1L あたり2gのミュウバンを40度のぬるま湯に溶かして
　媒染液を作ります。
　（焼ミョウバンの場合は布の重さの6 ％の濃度）
❸染めたい布を 50 度の染料液に15分浸します。
❹媒染液に15分～30分浸し水洗いし絞ります。
❺再び、70度の染料液に15分浸し、媒染液に浸すと
　更に濃く染まります。
　染色の濃さはお好みで上記工程を繰り返してください。
❻染めた布は使用しているうちに自然に色落ちしますので、
　その際は染め直してください。

kikuimo
chips

b iwa

（布）

「よもぎ」１００
バスハーブ

yomogi
Bath Herb

１０００年
ゆめ農場
ha rmony w i t h  

NATURE

よもぎをパウダー状に粉砕した浴用ハーブです。
パックのまま浴槽に入れてよく揉むと、よもぎの鮮や
かな緑色とさわやかなアロマ（香り）が広がります。

「よもぎ」１００％
バスハーブ

yomogi
Bath Herb

b iwa
dried fruit
新鮮なびわ本来の
おいしさを
そのままに乾燥

菊芋を乾燥させ、ソフトな歯ごた
えの食べやすいチップスに仕上
げました。そのまま食べると菊芋
のほのかな甘みが楽しめ、お子様
のおやつにもおすすめです。

kikuimo
chips



私共は、これまでご紹介いたしました農場作業から農産加工品のほか
様々なものづくりや作業を通じて
それぞれが持つ能力、可能性をさらに引き出し、
共に働き、支え合う喜び、人と人をつなぐゆたかな共生社会を目指します。

農産物加工（健康茶、乾燥野菜等）

▲びわの葉茶に欠かせない
手作業による綿毛とり

▲季節ごとに
収穫した新鮮
な露地野菜や
ハウス野菜は、
道の駅や地元
スーパーなど
で販売。▲古い竹を切り出し光が差し込むことで竹林がよ

みがえりタケノコが採れるようになります。間伐
材は粉砕し農場の肥料として大地に還します。

▲収穫直後の洗浄作業（菊芋） ▲乾燥作業（菊芋）

農産品販売

お弁当製造販売

ウエス製品内職作業

ゴム製品内職作業

宿泊設備清掃作業

公園草刈り清掃作業

竹林整備事業（冬季）

パン、ラスク、クッキー、ケーキ製造販売
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人
と
人
を
つ
な
ぎ ◀ひとり暮らしの高齢

者への声かけ、見守り
を兼ねて配食サービス
なども行っています。


